
この暦での薬剤総使用点数：９点
（スタークル２回防除時）

分げつ終止期～
出穂期まで

８月

上旬 上旬 中旬 下旬

間断かん水

ＪＡおおいた東部事業部　特栽米（つや姫）栽培ごよみ　　早期令和３年産
月旬 ３月以前 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月

下旬 上旬 中旬 中旬項目 上～下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

間断かん水
早期落水をしない（１０日前）

下旬 下旬 上旬

（４月中旬植付基準）

中旬 中旬 下旬 上旬

生育ステージ

4/20 6/27 7/15

下旬

活着水 中干し
水管理

溝切り

中旬

8/20

籾が８割程度黄化
→刈取適期

土づくり 播種 田植え 穂肥 出穂 刈取

幼穂長1mm
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防除時期 穂揃期播種時～移植当日 移植後～３０日
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※　紋枯病・ウンカ・カメムシ防除以外の農薬は
病害虫の発生時に使用して下さい。
（使用する際に必ず成分数を確認すること。
不明な点は、関係機関まで連絡して下さい。）

（成分数） 0 0 1 3 2 1 1 （1）
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施
肥
基
準

区分
土づくり肥料 施肥量 基　　肥 施肥量

一発肥料　有機エムコートまんてん（８０日） ５０ｋｇ

穂　　肥 施肥量
品種名

つや姫 ミネラルＧ ２００ｋｇ
特栽用元肥０５２ ３０kg 特栽用追肥０４７ ２０ｋｇ

施肥不要

作
業
メ
モ

ミネラルＧ施用 種子消毒 基肥施用 箱苗施用 田植 除草剤散布 出穂施用 病害虫防除 散布日 刈取

月　　日 月　　日 月　　日 月　　日
月　　日

◎特栽米栽培基準

月　　日 ～ 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日

穂肥施用

～ 月　　日
月　　日

調　　　整 　　整粒歩合８０％（篩目１．８５ｍｍ）

荷　　　姿 　　３０．５ｋｇ　（紙袋）

種子更新 　　毎年更新

月　　日

乾燥水分 　　１４．０％～１５．０％

② モミ種子は毎年全量、更新すること。

③ 肥料はつや姫栽培ごよみを基準とすること。 注）基肥・穂肥は化学由来のチッソ成分が慣行の５０％以下とする。）

共同出荷組織に加入すること。①

⑥

⑦ 全作付圃場が上記①～⑥の条件を満たしていること。

特栽米
（つや姫）の
必須条件

④ 農薬はつや姫栽培ごよみを基準とすること。 注）農薬の成分数は１１成分以下とする。（同一成分の複数回使用もカウントする。）

⑤ 農産物検査を受け、出荷すること。

作付者は栽培日誌を記帳し、必ずＪＡへ提出すること。
水田管理情報は、
東部振興局または事業部農畜産課
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